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国立防災科学技術センター地震観測網の震源決定能カ及び震源決定精度の調査
ディミトリス・パパナスタシャ非・松村正三舳
　　　　　　国立防災科学技術センター
要　旨
　国立防災科学技術センターは，関東，東海地域に67箇所の地震観測点を展開している．ここ
では，この観測網の震源決定能力及び震源決定精度を調査した．
　震源決定能力の評価には，まず個々の観測点毎に，一個の地震を検知し得る確率をマグニチ
ュードと震源距離の関数として表わす．次に，観測網の中で少なくとも3箇所以上の観測点で
検知されることを必要条件として，震源が決定され得る確率を求めた．
　」方，震源決定精度の評価には，国立科学技術センターの過去の観測データから震源決定精
度に関して得られた実際の結果を集計することと，モンテカルロ法を用いて理論的に推測す
ることとの二通りの調査を行い，両者の比較を行った．
　この調査には，1984年及び1985年の観測データを使用し，結果は，震源決定可能範囲を示す
地図，及び震源決定の誤差に対しての等値線図によって表わした．この結果によると，50km
より浅いM2．O以上の地震であれば観測網内全域でほぼ決定可能，又，M1，5程度の浅い地震の
場合は，房総半島に観測の穴が生じていることが解る．精度については，P波到達時刻に標準
偏差でO．3秒の誤差が含まれていると仮定して求めた誤差分布が，実際の分布にかなりよく一
致していることが解った．
注）ディミトリス・バパナスタシャ氏は，JICAの研修生として来日され，1986年5月より8
月までの3ヵ月問，当センターで標記の研究を行われた．同氏は，アテネ国立地震研究所の研
究員として，ギリシャでの地震観測網整備の仕事に従事されており，観測網の持つ観測能力の
評価法を研究するため来日されたものである．
‡アテネ国立地震研究所（ギリシャ），帥国立防災科学技術センター第2研究部
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